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まちの 題●話

いつまでも笑顔で健康に クリスマスをみんなで祝いました

税への理解を深めました

勇壮な太鼓の音が響きました

園児らが、練習の成果を発揮して

シーズンを事故無く安全に

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
役
場
庁
舎
の
新
築
に
向
け
た
計
画
が

さ
ま
ざ
ま
な
皆
さ
ま
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
２
０
２
１
年
３
月
の
完
成
に
向
け
進
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
８
月
に
は
倶
知
安
厚
生
病
院
改
築

へ
の
支
援
を
北
海
道
厚
生
連
か
ら
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
守
る
も
の

は
守
る
、
そ
の
心
意
気
の
中
で
羊
蹄
山
麓
の
町
村

長
に
よ
る
話
し
合
い
が
今
後
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
後
、
議
会
で
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
進
む
中
、
一
部
沿

線
で
移
転
を
迫
ら
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
住
み

慣
れ
た
家
を
手
放
す
こ
と
は
断
腸
の
思
い
で
す

が
、
町
が
移
転
の
た
め
の
土
地
を
用
意
す
る
な
ど

積
極
的
に
関
与
し
て
お
り
、
こ
れ
も
定
住
人
口
の

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
気
象
変
動
が
、
作
物
の
収
量
や
農
業
所

得
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
豊

穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
対
応
策
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
北
海

道
横
断
自
動
車
道
余
市
Ｉ
Ｃ
―
小
樽
J
C
T
の

開
通
や
、
倶
知
安
―
共
和
間
の
着
工
、
さ
ら
に
、

北
海
道
新
幹
線
事
業
に
伴
う
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ど

が
進
み
、
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
へ
大

き
く
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
倶
知
安
町
宿
泊
税
条
例
や
町

内
会
加
入
促
進
条
例
が
成
立
し
、
本
町
が
抱
え
る

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
く
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
G
20
観
光
大
臣
会
合
の
倶
知
安
町
開

催
決
定
、
北
海
道
横
断
自
動
車
道
倶
知
安
―
共
和

間
の
着
工
な
ど
、
未
来
へ
の
明
る
い
話
題
が
感
動

と
夢
へ
の
起
点
と
な
る
年
で
し
た
。

　

一
方
で
、
大
雨
や
記
録
的
な
台
風
の
襲
来
が
農

産
物
へ
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
、
改
め
て
自
然
災

害
に
対
す
る
備
え
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
31
年

の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
町
議

会
や
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
的
に
災
害
が
多
く
発
生
し
た
昨
年
は
、
道

内
で
も
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
や
台
風
な
ど
の
災

害
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

安
定
と
故
郷
に
住
み
続
け
た
い
と
の
皆
さ
ま
の
思

い
を
受
け
止
め
て
の
政
策
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
倶
知
安
町
宿
泊
税
条
例
が
議
会
で

可
決
し
、
実
際
の
運
用
に
つ
い
て
は
今
後
も
議
論

さ
れ
ま
す
。財
源
の
少
な
い
倶
知
安
町
に
と
っ
て
、

明
日
の
観
光
都
市
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
議
会
は
外
へ
出
て
町
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
直
に
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
所
属
委
員

会
で
の
議
論
や
、
議
員
に
よ
る
政
策
提
案
な
ど
、

議
員
本
来
の
権
限
と
義
務
を
軸
に
町
民
の
側
に
立

ち
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

新
し
い
元
号
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
ど

う
か
倶
知
安
町
民
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

課
題
の
解
決
に
向
け
て
前
進
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
年
は
、
役
場
庁
舎
建
設
の
他
、
北
海
道
新

幹
線
開
通
に
向
け
た
宅
地
造
成
や
第
一
倶
登
山
橋

の
架
け
替
え
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
創
意
工
夫
し
な
が
ら
邁
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

さ
て
、本
年
10
月
に
は
Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
が
、

5
月
に
は
そ
れ
に
向
け
た
準
備
会
合
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
国
際
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
わ
が
町
を
、
国

内
外
に
広
く
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
そ

の
成
功
に
向
け
て
全
町
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健

康
で
明
る
く
、
幸
せ
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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自治功労賞

長
は せ

谷　一
とおる

さん
平成16年より14年間に
わたり、町教育委員会教
育委員として、また、平
成 21 年から 6 年間は同
委員会委員長として、本
町の教育の発展や子ども
たちの育成に尽力した。

社会功労賞

倶知安町防火管理者連絡協議会
昭和 44 年より 49 年間にわたり町内の事業所からの火
災発生を未然に防ぐことを目的に、防火管理体制の充実、
防火防災に対する人材育成に重点を置いた活動を展開
し、本町の防災に尽力している。

教育文化功労賞

大
おおもと

元　洋
ひろし

さん
昭和 59 年より剣道連盟に入会し、各種大会において、
役員および審判員として円滑な大会運営などに寄与し、
また、平成 26 年からの 4年間は、同連盟会長として剣
道少年団の指導者を務め、稽古指導に携わる傍ら、自ら
の技能の練磨に励むとともに、健全な団員の育成に尽力
した。

産業功労賞

小
こばやし

林　富
とみお

雄さん
商工会議所の役員・議員
として平成 9年以来、通
算 21 年以上にわたり商
工会議所の運営強化と業
界の発展に尽力した。

産業功労賞

石
いしもと

本　要
かなめ

さん
商工会議所の役員・議員
として平成 9年以来、通
算 21 年以上にわたり商
工会議所の運営強化と業
界の発展に尽力した。

公益功労賞

南
なんこう

河　健
けんいち

一さん
小川原脩記念美術館所蔵
作品の充実および小川原
脩作品の研究に寄与する
ことを目的に、小川原脩
作品 6 点 220 万円相当
を寄附。

公益功労賞

谷
たにぐち

口　芳
よしのり

則さん
小川原脩記念美術館所蔵
作品の充実および小川原
脩作品の研究に寄与する
ことを目的に、小川原脩
と関わりの深い谷口一芳
作品 9 点 720 万円相当
を寄附。

教育文化功労賞

伊
いとう

藤　純
じゅん

さん
昭和63年より30年間に
わたり町内の学校歯科医
として、歯科検診や保健
指導を熱心に取り組み、
児童・生徒の口腔保健の
向上に貢献している。

教育文化功労賞

川
かわばた

端　琢
たくま

磨さん
平成元年より 29 年間に
わたり町内の学校歯科医
として、歯科検診や保健
指導を熱心に取り組み、
児童・生徒の口腔保健の
向上に貢献している。

公益功労賞

水
みずぐち

口　博
ひろき

喜さん
町に 100 万円を寄附

公益功労賞

佐
さとう

藤　茂
しげる

さん
町に 200 万円を寄附

公益功労賞

佐
さとう

藤　良
よしお

雄さん
町に 51万円を寄附

公益功労賞

水
みずぐち

口　雅
まさき

喜さん
町に 60万円を寄附

● 自 治 功 労 賞 … 町の自治振興に尽力し、もしくは貢献し、または多年職務に精進
し、その功績が顕著な方

● 社 会 功 労 賞 … 町の社会福祉、民生安定の振興に尽力し、または町の発展に貢献
し、その功績が顕著な方

● 産 業 功 労 賞 … 町の産業の振興に尽力し、または貢献し、多年職務に精進し、そ
の功績が顕著な方

● 教育文化功労賞 … 町の教育・文化・体育などの振興に尽力し、もしくは貢献し、そ
の功績が顕著な方

● 公 益 功 労 者 … 町の公益に関する事業の推進に尽力し、もしくは貢献のあった方
● 被 顕 彰 者 … 叙勲または褒章の授与、政府各省大臣からの表彰を受けた方

公益功労賞

株式会社第一会舘
町に 100 万円を寄附

被顕彰者

宮
みやざき

崎　作
さくじ

治さん
旭日双光章（自治功労）

被顕彰者

新
あらい

井　栄
さかえ

さん
瑞宝単光賞（防衛功労）

被顕彰者

安
あんどう

東　誠
せいいち

一さん
瑞宝単光章（防衛功労）

被顕彰者

松
まつお

尾　和
かずあき

明さん
瑞宝単光章（防衛功労）

被顕彰者

清
しみず

水　礼
れいこ

子さん
厚生労働大臣表彰

被顕彰者

猪
いのせ

瀨　剛
こうへい

平さん
瑞宝単光章（防衛功労）

公益功労賞

藪
やぶもと

本　雅
まさみ

巳さん
町に 127 万円を寄附

被顕彰者

柳
やなぎや

谷　克
かつひろ

弘さん
瑞宝単光章（防衛功労）

公益功労賞

若
わかやま

山　陽
よういち

一さん
町に 67万 5千円を寄附
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長
年
、
町
の
社
会
福
祉
協
議

会
に
勤
務
し
た
冨
士
池
さ
ん

は
、
現
在
、
町
内
会
役
員
の
ほ

か
、
町
内
会
の
老
人
ク
ラ
ブ
副

会
長
や
倶
知
安
地
区
保
護
司
会

の
事
務
局
を
務
め
て
お
り
、
昨

年
は
、
忙
し
い
な
が
ら
も
楽
し

い
1
年
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。

　

大
代
さ
ん
は
倶
知
安
町
に
生

ま
れ
育
ち
、
平
成
29
年
4
月
か

ら
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
倶
知

安
消
防
署
の
消
防
職
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
る
。

　
「
昨
年
は
、
2
年
目
の
消
防

士
と
し
て
現
場
に
出
る
こ
と
も

増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
通

　

小
学
5
年
生
の
新
井
さ
ん

は
、
小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら

夏
は
陸
上
競
技
、
冬
は
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
し
て
昨
年
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
に
入

団
し
、
自
身
が
苦
手
と
し
て
い

た
球
技
の
楽
し
さ
を
覚
え
る
と

　
「
こ
の
季
節
が
一
年
で
最
も

忙
し
い
で
す
が
、
ど
ん
な
に
忙

し
く
て
も
、
お
客
さ
ん
に
は
気

持
ち
よ
く
買
い
物
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、心
が
け
て
い
ま
す
」

　

駅
前
通
り
に
面
し
た
ス
ポ
ー

ツ
用
品
店
で
店
長
を
務
め
る
滝

口
さ
ん
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

公私ともに充実の一年に
滝 口 直 寿 さ ん
[1983（昭和 58）年生 ]

目標を持って、楽しい一年を
新 井 朝 海 さ ん
[2007（平成 19）年生 ]

訓練に励み、その成果を大会で
大 代 佳 明 さ ん
[1995（平成 7）年生 ]

笑顔で明るい地域を目指して
冨士池　勇さん
[1947（昭和 22）年生 ]

2019 年

の私 意決

と
も
に
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
勝
利
の
喜
び
を
分
か
ち

合
え
る
団
体
競
技
の
お
も

し
ろ
さ
に
気
づ
い
た
と
い

う
。

　
「
今
年
は
、
こ
れ
ま
で

や
っ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
を

続
け
る
こ
と
で
さ
ら
に
体

力
を
つ
け
て
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
も
頑
張
り
た
い
」
と
目

標
を
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
家
庭
で
は
、「
学
校

の
調
理
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
夕
飯
を
作
る
な
ど
、

お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
た

い
」
と
も
話
し
て
い
る
。

　
「
町
内
会
役
員
と
し
て

は
、
約
40
年
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
人
と
人
と
の
関
わ

り
を
大
切
に
、
こ
れ
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
」
と
話

す
冨
士
池
さ
ん
は
、
こ
れ

か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
、

「
今
後
は
、
町
内
会
活
動
な
ど

に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
参

加
を
促
す
よ
う
取
り
組
む
こ
と

で
、
親
世
代
や
高
齢
の
人
た
ち

が
笑
顔
に
な
れ
る
、
明
る
い
地

域
づ
く
り
に
繋
が
る
よ
う
、
努

力
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

お
客
さ
ん
に
対
し
丁
寧
な

接
客
を
心
が
け
て
い
る
と

話
す
。

　

昨
年
は
一
人
目
の
子
ど

も
を
授
か
り
、
公
私
と
も

に
忙
し
く
な
っ
て
き
た
と

い
う
滝
口
さ
ん
は
、「
家

族
が
増
え
、
忙
し
さ
も
増

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
楽

し
み
も
増
え
ま
し
た
。
今
年
は

家
族
と
の
時
間
も
大
切
に
、
仕

事
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
充
実

し
た
一
年
に
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
今
年
の
抱
負
を
話
し
た
。

し
て
、
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

　

今
年
は
全
道
消
防
救
助

技
術
訓
練
指
導
会
へ
の
出

場
を
予
定
し
て
お
り
、
昨

年
も
訓
練
に
励
ん
で
き
た

と
い
う
。

　
「
訓
練
の
成
果
を
全
道

大
会
で
発
揮
し
、
全
国
大
会
に

出
場
し
た
い
」
と
話
す
大
代
さ

ん
は
、
今
後
さ
ら
に
努
力
を
重

ね
、
山
岳
救
助
隊
や
水
難
救
助

隊
な
ど
特
殊
な
現
場
で
人
命
を

救
う
消
防
職
員
を
目
指
し
た
い

と
、
目
標
を
語
っ
た
。

年男・年女が語る
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こ ど も の ひ ろ ば

子育て支援センター（南 3東 5　ぬくぬく内）
☎ 55 ー 8355　FAX 55 ー 8377
開所時間　9時 30 分～ 12 時、13 時～ 16 時
休 所 日　日曜日、祝日、年末年始（1月 5日まで）

　本格的に雪が降り始め、町内の各スキー場が続々
とオープンする中、12 月 2 日㈰に総合体育館におい
て、倶知安クロスカントリースキー少年団の 2018 －
2019 シーズン結団式が執り行われました。
　結団式では、同少年団の古谷眞司会長があいさつし
たほか、白木茂スキー連盟会長や田中洋子教育長らが
来賓として出席し、団員らに対し、体だけではなく心
も鍛えることや、ともに頑張る仲間の大切さについて、
話しました。
　その後、団員は自己紹介と併せて、それぞれが掲げ
る今シーズンの目標を発表し、今月 11 日㈮～ 13 日
㈰に本町で開催される第 51 回北海道中学校クロスカ
ントリースキー大会を控える中学生は、その大会で、

大会に向けて、意気込み語る
2月の広場のお知らせ（10時～）
あいあい広場（0歳）　　　  2 月     7 日㈭
きらきら広場（1歳）　　　  2 月   14 日㈭
のびのび広場（2・3歳）　　2月   21 日㈭
子育て支援センターでひな飾りの制作をします。
第 11回子育て講座（クッキング、9時 45 分～ 12 時）
■日時／ 2月 1日㈮ ■場所／保健福祉会館
■内容／親子で調理（コロッケ、おにぎり、みそ汁）
■参加対象児／ 1歳半～
■持ち物／エプロンと三角巾は親子分、スプーン、箸、
飲み物

◇広場と講座の申し込みは 1月 7日㈪ 9時 30分～
みんなで昼食会（11時 30 分～ 12 時 30 分）
子育て支援センターで、楽しくみんなでお弁当を食べ
ましょう。テーブルとイスを用意します。
■日時／ 2月  8 日㈮、20日㈬
■持ち物／お弁当、飲み物
■申込／ 1月 28日㈪ 9時 30分～

好成績を収める活躍をし
たいと、意気込みを語り
ました。
　なお、この前日の 12
月 1 日㈯にはアルペン
スキー少年団の結団式も
開催されました。

小
・
中
・
高
校
生
が
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

倶
知
安
町
子
ど
も
議
会

　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）、
役
場
3
階
議

場
に
て
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
議
会
は
、
町
内
の
子
ど
も
た

ち
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
議
会
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
倶
知
安
町
青
少

年
問
題
協
議
会
・
倶
知
安
町
教
育
委
員
会
・

倶
知
安
町
青
少
年
育
成
会
が
毎
年
開
会
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
各
小
・
中
・
高
校
の

代
表
と
な
っ
た
8
名
が
子
ど
も
議
員
と
な

り
、
町
長
に
対
し
て
町
政
に
関
す
る
質
問

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
の
運
営
に
あ

た
る
議
長
や
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
、
2

名
の
中
学
生
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

質
問
は
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
や
体
験

し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
な
ら

で
は
の
視
点
か
ら
、
町
の
未
来
を
見
据
え

た
も
の
が
多
く
並
び
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。

質問事項（一部抜粋）
多くの町民が参加できる新しいイベントを
　町民自らが楽しみ親睦を深めるため、町民大勢で行
う「倶知安鬼ごっこ」を提案する。
旧東陵中学校を活用した町おこしを
　旧東陵中学校を観光や農業などの産業を生かした施
設にし、町おこしを考えてみてはどうか。
自然を生かしたまちづくり
　施設の建設が進み、自然が減少しているように感じ
る。豪雪を生かした施設や遊び場を作ってはどうか。
胆振東部地震の経験から
　停電時、テレビなどから情報を得ることができず不
安だった。防災無線の内容を聞き直す方法はあるのか。

屋内運動施設の新設を
　天候に左右されることなく、トランポリンなどの運
動を楽しめる屋内施設の新設をしてはどうか。
開発と観光、環境問題について
　大型施設などの建設が進んでいるが、数十年後の観
光客や環境保護についてどう考えているのか。
日本人・外国人ともに安心して働き暮らすために
　定住や通年雇用を促進するために、町はどのような
取り組みをすべきか、考えを聞かせてほしい。
G20 観光大臣会合の開催が町にもたらす効果は
　開催にあたり、町にはどのような効果があると考え
るか。また、個人として協力できることはあるのか。

▲「議長！」と挙手する小学生（上）
　と質問を述べる小学生（下）

外
傷
の
危
険

▼
浴
室
や
ト
イ
レ
で
、
塩
素
系
の
カ
ビ
と

　

り
剤
を
使
う
場
合
に
は
、
ブ
ラ
シ
の
勢

　

い
が
強
く
洗
剤
が
は
ね
て
目
に
入
っ
た

　

り
、
気
分
が
悪
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

　

す
。
手
袋
や
眼
鏡
な
ど
で
皮
膚
を
保
護

　

し
、
十
分
な
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

薬
剤
は
単
一
で
使
用
し
、
混
合
に
よ
る

　

中
毒
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
包
丁
や
換
気
扇
な
ど
の
鋭
利
な
も
の
に

　

よ
り
、
切
り
傷
な
ど
を
起
こ
す
危
険
が

　

あ
り
ま
す
。
手
袋
な
ど
で
保
護
し
て
、

　

慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

大
掃
除
は
、
普
段
よ
り
も
高
所
で
の
作

業
が
多
く
な
り
、
作
業
動
作
も
大
き
く
な

る
た
め
「
片
手
は
し
っ
か
り
何
か
に
掴
ま

る
」
な
ど
を
意
識
し
、
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
が
集
ま
る
時
に
手
伝
っ
て
も

ら
う
な
ど
無
理
は
せ
ず
、
新
し
い
年
も
ぜ

ひ
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

年
末
の
大
掃
除
を
す
っ
か
り
済
ま
せ
、

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
慣
れ
た
自
宅
の
掃
除
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
掃

除
中
の
け
が
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
方
は
、

60
〜
70
歳
台
の
方
が
全
体
の
約
4
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

転
倒
・
転
落
の
危
険

▼
窓
の
拭
き
掃
除
や
換
気
扇
の
掃
除
、
電

　

球
の
交
換
な
ど
は
、
高
所
で
の
作
業
と

　

な
り
ま
す
。
回
転
椅
子
な
ど
不
安
定
な

　

も
の
で
は
な
く
、
安
定
し
た
椅
子
や
踏

　

み
台
を
使
い
、
両
手
を
塞
が
な
い
よ
う

　

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
階
段
で
掃
除
機
を
か
け
る
場
合
は
、
両

　

手
が
塞
が
り
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
く

　

な
り
ま
す
。
片
手
で
扱
え
る
軽
い
タ
イ

　

プ
の
掃
除
機
を
使
用
し
た
り
、
無
理
を

　

せ
ず
拭
き
掃
除
で
補
う
な
ど
し
ま
し
ょ

　

う
。

▼
ベ
ラ
ン
ダ
や
雨
ど
い
な
ど
高
い
所
の
掃

　

除
で
は
、
脚
立
が
転
倒
し
転
落
す
る
危

　

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
脚
立
は
平
地
の

　

安
定
し
た
場
所
で
使
用
し
、
無
理
な
体

　

勢
は
と
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
浴
室
で
は
、
水
や
洗
剤
な
ど
で
床
面
が

　

滑
り
や
す
い
の
で
、
転
倒
に
気
を
つ
け

　

ま
し
ょ
う
。
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「
慣
れ
た
自
宅
で
も
慎
重
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
」

　

こ
の
季
節
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
続

き
、
体
重
が
増
え
て
し
ま
っ
た
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
体
重
が
増
え

始
め
た
今
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
こ
そ
、
体
を

元
に
戻
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

正
月
太
り
、
解
消
は
お
早
め
に

いきいき健康ライフいきいき健康ライフ

問
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
23
―
０
１
０
０

内
臓
脂
肪
の
方
が
落
ち
や
す
い

　

脂
質
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
糖
質
も
過

剰
摂
取
す
る
と
脂
肪
へ
変
わ
り
、
体
に
蓄

積
し
ま
す
。
脂
肪
に
は
、
内
臓
周
囲
に
つ

く
「
内
臓
脂
肪
」（
お
腹
ま
わ
り
）
と
、

皮
膚
直
下
に
つ
く
「
皮
下
脂
肪
」
の
２
種

類
が
あ
り
、
内
臓
脂
肪
は
燃
え
や
す
く
、

皮
下
脂
肪
は
燃
え
に
く
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

ま
ず
は
食
事
の
見
直
し
を

　

油
も
の
、
甘
い
も
の
の
摂
り
す
ぎ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
お
す
す
め
は
、
冬
が
旬

の
野
菜
（
大
根
、
人
参
、
ネ
ギ
な
ど
）
を

多
く
食
べ
る
こ
と
で
す
。
野
菜
に
は
脂
肪

吸
収
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
、
ま
た
冬
野

菜
に
は
体
を
温
め
る
効
果
も
あ
る
た
め
、

冷
え
性
の
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に
注
意

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
そ
れ
自
体
の
糖
質
に
加

え
、
食
欲
増
進
効
果
に
よ
っ
て
過
食
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
利

尿
作
用
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
ア
ル
コ
ー

ル
分
解
に
は
水
分
が
使
わ
れ
る
た
め
、
多

量
飲
酒
に
よ
っ
て
体
は
脱
水
状
態
と
な
り

ま
す
。
脱
水
状
態
に
な
る
と
、
血
液
や
リ

ン
パ
が
淀
み
、
体
内
の
老
廃
物
が
蓄
積
し

て
し
ま
い
ま
す
。
冬
は
、
特
に
水
分
摂
取

量
が
減
る
た
め
、
意
識
的
に
水
分
補
給
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

継
続
的
な
運
動
を

　

脂
肪
を
燃
や
す
た
め
に
は
、
激
し
く
短

い
運
動
よ
り
も
、
軽
い
運
動
を
長
く
続
け

る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
20
分
以
上
な
ど
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

余
裕
あ
る
目
標
設
定
で

　

健
康
維
持
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
小
さ
な
こ

と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」
で
す
。「
週
一
回

散
歩
す
る
」
な
ど
、
簡
単
な
こ
と
か
ら
で

構
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
目
標
を
立
て
て
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
医
療
課
保
健
指
導
係

　

☎
22
―
１
１
４
４



児
童
指
導
補
助
員
（
パ
ー
ト
）
若
干
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
（
近
隣
町
村
在

住
で
通
勤
可
）
で
、
子
育
て
経
験
者

■
任
用
期
間
／
採
用
決
定
日
〜
３
月
31
日

（
以
降
更
新
可
能
）

■
業
務
内
容
／
児
童
指
導
員
の
補
助
業
務

■
勤
務
時
間
／
平
日
は
14
時
〜
18
時
、
長

期
休
暇
中
は
8
時
〜
14
時
ま
た
は
14
時

〜
18
時
※
小
学
校
の
授
業
時
間
に
よ
り

変
更
有
。
週
20
時
間
未
満
の
勤
務

■
勤
務
場
所
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た

は
北
児
童
館

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
８
５
０
円

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
提
出

問
申
福
祉
医
療
課
☎
23
―
０
５
０
０

自
衛
官
候
補
生
（
第
7
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
補
助
員

（
非
常
勤
）
1
名

■
応
募
資
格
／
60
歳
未
満
で
町
内
居
住
、

介
護
支
援
専
門
員
資
格
な
ど

■
任
用
期
間
／
2
月
1
日
〜
3
月
31
日

（
以
降
更
新
可
能
）

■
業
務
内
容
／
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
う
ち
要
支
援
の
方
に
対
す
る
支
援

の
補
助

■
勤
務
時
間
／
月
〜
金
曜
8
時
45
分
〜
16
時

■
勤
務
場
所
／
福
祉
医
療
課

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
11
万
７
２
０
０
円

〜
15
万
２
５
０
０
円

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
1
月
18
日
㈮

ま
で
に
提
出 暮らしの

Information

㈭
問 ☎

㈭

問 ☎
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問
福
祉
医
療
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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小
学
校
外
国
語
通
訳
支
援
員　

若
干
名

■
応
募
資
格
／
不
問
※
教
員
免
許
が
あ
れ

ば
な
お
可
、
英
語
で
の
や
り
取
り
が
可

能
な
方
（
日
本
語
が
理
解
で
き
る
方
）

■
任
用
期
間
／
採
用
決
定
日
〜
３
月
31
日

（
以
降
更
新
可
能
）

■
業
務
内
容
／
対
象
児
童
に
対
し
外
国
語

通
訳
業
務
全
般
を
行
い
ま
す
。
日
本
語

指
導
、
授
業
内
容
の
通
訳
業
務
、
学
校

生
活
全
般
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ
の
他
右
記

に
付
随
す
る
業
務
全
般

■
勤
務
時
間
／
8
時
30
分
〜
15
時
の
う
ち

5
時
間
程
度

■
勤
務
場
所
／
町
内
小
学
校

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
１
５
０
０
円
（
社

会
保
険
・
雇
用
保
険
・
通
勤
手
当
）、

週
休
二
日
制
（
土
日
祝
）
※
学
校
行
事

に
よ
り
、
休
日
勤
務
の
場
合
振
り
替
え

　

有
、
夏
期
・
冬
期
休
業
中
は
勤
務
が
な

　

い
た
め
賃
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
提
出

問
申
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
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―
８
０
１
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倶
知
安
風
土
館
パ
ー
ト
職
員　

１
名

■
応
募
資
格
／
町
内
在
住
※
近
隣
町
村
在

住
の
方
応
相
談

■
任
用
期
間
／
3
月
31
日
ま
で

■
勤
務
場
所
／
倶
知
安
風
土
館

■
業
務
内
容
／
受
付
窓
口
で
の
チ
ケ
ッ
ト

販
売
ほ
か
、
風
土
館
業
務
全
般
の
補
助

■
賃
金
／
時
給
８
５
０
円

■
勤
務
時
間
／
週
3
日
以
内
の
交
代
勤

務
、
９
時
〜
17
時
（
休
憩
１
時
間
）

※
土
日
祝
日
の
勤
務
有
、
シ
フ
ト
制

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
添
え
て
提
出

■
選
考
方
法
／
書
類
選
考
、
面
接

問
倶
知
安
風
土
館
☎
22
―
６
６
３
１

自
衛
官
募
集

非
常
勤
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

　

場
に
連
絡
す
る

⑤
犬
が
戻
っ
た
時
の
連
絡
も
忘
れ
ず
に

問
住
民
環
境
課
環
境
対
策
室
地
域
衛
生
係

☎
56
―
８
０
０
８

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発
電

用
施
設
の
立
地
の
促
進
・
運
転
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、発
電
用
施
設
の
立
地
地
域
・

周
辺
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設
の
整

備
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に

対
し
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
倶
知
安
町
で
４
４
０
万
円

の
交
付
金
を
公
立
保
育
所
運
営
事
業
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
た
め
、
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ

く
ぬ
く
運
営
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

返
還
へ　

世
代
を
越
え
て　

つ
な
ぐ
声

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島

の
早
期
返
還
実
現
は
、
道
民
は
も
と
よ
り

国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。
道
、

市
町
村
お
よ
び
関
係
団
体
は
、
一
日
も
早

い
北
方
領
土
問
題
解
決
の
た
め
、
国
の
外

交
交
渉
を
後
押
し
す
る
立
場
か
ら
、
2
月

７
日
「
北
方
領
土
の
日
」
を
中
心
に
、「
北

方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間
」
を
定
め
、

一
層
強
力
に
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
期
間
／
1
月
21
日
㈪
〜
2
月
20
日
㈬

問
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
後
志
地
方
支

　

部
☎
22
―
０
２
１
６

　

1
月
24
日
㈭
以
降
よ
り
、
町
内
の
一
部

に
お
い
て
携
帯
電
話
事
業
者
に
よ
る
新
し

い
電
波
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の

電
波
が
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
影
響
を

※
障
が
い
者
世
帯
は
他
に
、
各
種
手
帳
、
障

害
年
金
証
書
ま
た
は
障
害
年
金
通
知
書

■
受
付
期
間
／
3
月
15
日
㈮
ま
で

問
福
祉
医
療
課
☎
23
―
０
５
０
０
※
高
齢

　

者
世
帯
は
高
齢
者
介
護
保
険
係
、
障
が

　

い
者
世
帯
・
ひ
と
り
親
世
帯
は
福
祉
係

　

へ
問
合
せ
く
だ
さ
い

　

２
０
１
９
、２
０
２
０
年
度
に
町
が
発

注
す
る
工
事
、
業
務
委
託
、
物
品
購
入
そ

の
他
契
約
に
係
る
入
札
参
加
希
望
者
の
資

格
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
郵
送
可
（
受
付
期
間
内
必
着
）

※
詳
し
く
は
公
示
内
容
、
HP
を
参
照
。

■
受
付
日
時
／
2
月
1
日
㈮
〜
28
日
㈭
８

時
45
分
〜
17
時
30
分
※
閉
庁
日
を
除
く

■
提
出
先
／
建
設
課
管
理
係
（
分
庁
舎
）

問
建
設
課
☎
56
―
８
０
１
１

　

な
お
、
羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
へ
の

申
請
は
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送
。

問
羊
蹄
山
麓
環
境
衛
生
組
合
☎
22
―

　

０
２
１
１
（
字
比
羅
夫
２
６
６
番
地
3
）

　

人
や
他
の
動
物
へ
の
危
害
防
止
の
た

め
、野
犬
掃
討
（
放
し
飼
い
の
犬
も
対
象
）

を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
7
日
㈪
〜
3
月
31
日
㈰

愛
犬
が
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
放
し
飼
い
な
ど
、
逃
げ
出
せ
る
環
境
で

犬
を
飼
育
し
な
い

②
散
歩
の
際
は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
す
る

③
犬
の
登
録
、狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、

登
録
鑑
札
票
、
予
防
注
射
済
票
を
首
輪

に
つ
け
る

④
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
に
は
す
ぐ
に
役

　

資
格
を
有
す
る
方

■
申
込
期
間
／
〜
1
月
23
日
㈬

　

灯
油
価
格
の
高
騰
が
町
民
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
低
所
得
な

ど
一
定
の
基
準
を
満
た
す
世
帯
に
助
成
を

し
て
い
ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に

は
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
届
い
て
い

な
い
世
帯
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
基
準
日
／
平
成
30
年
12
月
1
日
現
在

■
対
象
世
帯
／
平
成
30
年
度
町
民
税
非
課

税
世
帯
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

①
高
齢
者
世
帯
／
全
員
が
70
歳
以
上
（
昭

和
23
年
11
月
30
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

②
障
が
い
者
世
帯
／
身
体
障
害
者
手
帳

（
1
級
ま
た
は
2
級
）・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る
、

ま
た
は
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

（
該
当
者
が
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
、

も
し
く
は
2
親
等
以
内
の
親
族
か
ら
な

る
世
帯
）

③
ひ
と
り
親
世
帯
／
児
童
（
平
成
12
年
4

月
2
日
以
降
に
出
産
）
を
扶
養
す
る
母

子
お
よ
び
父
子
家
庭
、
ま
た
は
実
際
に

扶
養
し
て
い
る
、
も
し
く
は
両
親
が
い

な
い
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
世
帯

■
支
給
額
／
1
万
2
千
円

【
対
象
に
な
ら
な
い
世
帯
】

　

生
活
保
護
世
帯
・
施
設
入
所
や
長
期
入

院
な
ど
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
1
カ
月

以
上
対
象
者
が
不
在
と
な
る
世
帯
・
事
実

上
他
の
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
世
帯

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
世
帯
主
の
印

鑑
、
通
帳
、
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
の

で
き
る
も
の

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
／
通
年

■
試
験
日
／
2
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

笹　

山　

武　

市
☎
22
―
２
４
３
３

　

佐
名
木　

幸　

子
☎
22
―
４
３
０
２

　

清　

水　

礼　

子
☎
22
―
０
０
７
５

　

古　

谷　

和　

之
☎
23
―
３
１
６
５

　

日
常
生
活
の
中
で
け
が
や
急
病
、
あ
る

い
は
交
通
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
、
け
が
人
な
ど
を
医
師
に
引
き
継
ぐ
ま

で
、
ま
た
は
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
の
正
し
い
対
処
法
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ス
キ
ー
技
術
、
ゲ

レ
ン
デ
で
の
応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。

■
場
所
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場

■
受
講
料
／
３
０
０
円
（
当
日
）
※
別
途

リ
フ
ト
代
が
か
か
り
ま
す

■
申
込
方
法
／
申
込
期
間
中
に
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
添
え
て

「
日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町
分
区
」
宛

て
に
申
し
込
み

問
日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町
分
区
（
住
民

　

環
境
課
生
活
安
全
係
内
）

　

☎
56
―
８
０
０
５
、
FAX
23
―
２
０
４
４

赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
養
成
Ⅱ

■
日
時
／
1
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰
9
時

〜
16
時

■
受
講
対
象
／
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
の

資
格
を
有
す
る
方

■
申
込
期
間
／
〜
1
月
11
日
㈮

赤
十
字
雪
上
安
全
法
短
期
講
習

■
日
時
／
2
月
3
日
㈰
9
時
〜
16
時

■
受
講
対
象
／
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅱ
の

－9－

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

野
犬
掃
討

赤
十
字
講
習
会

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

冬
季
生
活
支
援
費
助
成
事
業

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工
事

北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間



☎

－10－

与
え
る
場
合
が
あ
り
、
７
０
０
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
利
用
推
進
協
会
に
て
テ
レ
ビ
受
信
障
害

対
策
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
事
前
に
テ
レ

ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
恐
れ
の
あ
る
一
部

地
域
の
ご
家
庭
に
チ
ラ
シ
を
投
函
（
必
要

に
よ
り
訪
問
）し
て
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
の
費
用
は
全
て
同
協
会
の

費
用
負
担
（
無
償
）
で
実
施
し
ま
す
。

問
７
０
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
受
信
障
害
対
策

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
―
７
０
０
―
０
１
２（
無
料
）

※
受
付
時
間
は
9
時
〜
22
時
、
年
中
無
休

つ
な
が
ら
な
い
場
合

☎
０
５
０
―
３
７
８
６
―
０
７
０
０（
有
料
）

【
事
業
者
の
皆
様
へ
】

　

年
末
年
始
の
事
業
計
画
は
従
業
員
の
年

次
有
給
休
暇
取
得
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

労
使
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
、
計
画
的
に
取

得
日
を
割
り
振
る
こ
と
の
で
き
る
「
計
画

的
付
与
制
度
」
も
活
用
で
き
ま
す
。
休
暇

を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

【
労
働
者
の
皆
様
へ
】

　

年
末
年
始
休
暇
取
得
の
際
は
、
会
社
に

申
し
出
ま
し
ょ
う
。
仕
事
を
計
画
的
に
進

め
る
の
と
同
様
に
、
職
場
と
調
和
を
図
り

計
画
的
に
休
暇
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
。

問
厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
雇
用
環

　

境
・
均
等
部
指
導
課

☎
０
１
１
―
７
０
９
―
２
７
１
５

　

倶
知
安
高
校
演
劇
部
は
、
昨
年
10
月
の

後
志
支
部
演
劇
発
表
会
に
て
、
全
道
大
会

に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
優
秀
賞
と
審

査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
作

品
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
公
演
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
27
日
㈰
、
13
時
開
場
、
開

演
時
間
は
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

■
場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
作
品
名
／
あ
い
に
き
（
出
演
／
村
田
優

菜
、
田
村
淳
衣
、
菊
地
紗
輝
）

歌
っ
て
踊
っ
て
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の

1
時
間
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

広
報
12
月
号
の
折
込
に
て
配
布
し
た

「
バ
ス
に
乗
ろ
う
！
平
成
30
年
冬
版
」
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
一
部
記
載
内
容
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
、
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
訂
正
箇
所
（
裏
面
（
時
刻
表
側
））

【
JR
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
の
ご
案
内
】

　
　

小
樽
発
15
時
3
分
着
（
誤
）

⬇
小
樽
発
15
時
9
分
着
（
正
）

　
【
JR
へ
の
乗
り
継
ぎ
の
ご
案
内
】

　
　

小
樽
行
９
時
35
分
発
（
誤
）

⬇
小
樽
行
９
時
38
分
発
（
正
）

蘭
越
行
９
時
43
分
発
（
誤
）

⬇
蘭
越
行
９
時
51
分
発
（
正
）

札
幌
行
21
時
40
分
発
（
誤
）

⬇
小
樽
行
21
時
40
分
発
（
正
）

問
総
合
政
策
課
☎
56
―
８
０
０
１

　　

12
月
発
行
の
「
倶
知
安
の
議
会
」
に
つ

い
て
、
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
訂
正
箇
所
／
22
ペ
ー
ジ
2
段
目
4
行
目

か
ら

（
誤
）〜
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。最
終
的
に
、

問
題
が
無
い
と
判
断
さ
れ
た
掘
削
土
は
大

和
に
搬
入
さ
れ
る
た
め
、
町
内
で
代
替
地

の
検
討
を
行
い
、
高
見
の
民
有
地
を
仮
置

場
と
し
た
い
旨
が
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
か

ら
本
町
へ
申
し
出
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

（
正
）
〜
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
で
、

代
替
地
の
検
討
を
行
い
、
高
見
の
民
有
地

を
仮
置
場
と
し
た
い
旨
が
、
鉄
道
・
運
輸

機
構
か
ら
本
町
へ
申
し
出
が
あ
っ
た
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
現
在
、
対
策
土

に
つ
い
て
は
大
和
を
受
入
候
補
地
と
し
て

検
討
し
て
お
り
、
問
題
が
無
い
と
判
断
さ

れ
た
掘
削
土
は
花
園
に
搬
入
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
☎
56
―
８
０
１
６

　

生
活
困
窮
者
や
生
活
保
護
受
給
者
の
声

に
こ
た
え
る
た
め
、
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

■
日
時
／
１
月
27
日
㈰
10
時
〜
16
時

専
用
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
―
０
５
２
―
０
８
８
（
当
日

　

の
み
の
専
用
（
臨
時
）
番
号
で
す
）

　

こ
の
冬
も
引
き
続
き
「
無
理
の
な
い
範

囲
で
の
節
電
」
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URLhttp://w
w
w
.hepco.co.jp/pow

er_
saving/

　

北
海
道
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
の
旭
ケ
丘
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ス
キ
ー
コ
ー
ス
で
の
開
催
に
伴

い
、
道
路
の
一
部
を
次
の
と
お
り
通
行
止

め
に
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
区
間
／
旭
ケ
丘
公
園
通
り
※
ス
キ
ー
場
前

■
期
間
／

1
月
11
日
㈮
8
時
〜
11
時
30
分

12
日
㈯
7
時
30
分
〜
12
時

13
日
㈰
7
時
30
分
〜
14
時

問
大
会
事
務
局
☎
22
―
０
１
９
２
（
倶
知

　

安
中
学
校
・
齋
藤
一
真
）

倶
高
演
劇
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

バ
ス
に
乗
ろ
う
！
平
成
30
年
冬
版
の

訂
正
に
つ
い
て

仕
事
休
も
っ
化
計
画

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
願
い

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

議
会
広
報
12
月
号
の
訂
正
に
つ
い
て

全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
十
分
注
意
し
て
行
い

ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
転

落
事
故
や
、
除
雪
中
屋
根
か
ら
の
落
雪
に

よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
除
雪
作

業
を
す
る
際
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
気
温
が
上
が
る
午
後
な
ど
は
屋
根
の
雪

の
緩
み
に
注
意
す
る
。

・
屋
根
の
雪
に
割
れ
目
が
あ
る
と
き
や
、

水
滴
が
落
ち
て
き
た
り
す
る
と
き
は
軒

下
に
近
づ
か
な
い
。

・
作
業
す
る
時
は
滑
り
止
め
の
付
い
た
靴

を
履
き
、
安
全
な
服
装
で
行
う
。

・
屋
根
上
で
作
業
す
る
時
は
命
綱
を
必
ず

つ
け
、は
し
ご
は
し
っ
か
り
固
定
す
る
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

平成 30年 平成 29年
人　身 27件 24件
物　損 649 件 524 件
死　者 0名 0名

平成 30年 平成 29年
火　災 8件 11件
救　急 718件 767件
救　助 28件 22件
その他 121 件 147 件

・
作
業
は
極
力
2
名

以
上
で
行
い
、
や

む
を
得
ず
一
人
で

行
う
場
合
は
家
族

や
隣
人
に
声
を
か

け
て
か
ら
行
う
。

以
上
の
こ
と
に
注

意
し
て
安
全
に
作
業

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

主
な
事
件

▽
窃
盗
（
車
上
ね
ら
い
）
事
件
の
発
生

住
宅
前
の
駐
車
車
両
の
鍵
穴
が
壊
さ
れ

る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
事
故

▽
11
月
21
日
、
町
内
字
山
田
の
町
道
交
差

点
内
に
お
い
て
、
車
両
同
士
の
追
突
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
11
月
23
日
、
国
道
5
号
線
に
お
い
て
、

共
和
町
方
向
に
走
行
す
る
車
両
と
出
合
い

頭
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

－11－

お
年
玉

☎



　

仕
事
や
学
校
、
旅
行
な
ど
一
定
の
理

由
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
、
投
票
日

に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
か
不
在
者
投
票
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
が
届
く
前

で
も
投
票
は
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

■
対
象
者
／
仕
事
や
旅
行
な
ど
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人

■
投
票
場
所
／
期
日
前
投
票
所
（
役
場

分
庁
舎
１
階
会
議
室
）

■
投
票
期
間
／
1
月
16
日
㈬
〜
19
日
㈯

■
投
票
時
間
／
8
時
30
分
〜
20
時

不
在
者
投
票

■
対
象
者
／
長
期
出
張
、
出
産
に
よ
る

里
帰
り
な
ど
で
倶
知
安
町
で
の
投
票

－12－

ＴＯＰＩＣＳ
町
の
未
来
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を

町
長
選
挙
は
1
月
15
日
告
示
、
1
月
20
日
投
票

　

1
月
20
日
㈰
は
倶
知
安
町
長
選
挙
の
投

票
日
で
す
。
※
即
日
開
票

　

大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
投
票
所
と
し
て
い
た

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
は
倶
知
安
小
学
校

へ
、
倶
知
安
保
育
所
は
北
陽
小
学
校
へ
変

更
し
ま
す
。
ま
た
、
み
な
み
保
育
所
は
西

小
学
校
お
よ
び
倶
知
安
小
学
校
へ
、
お
住

ま
い
の
区
域
に
よ
り
編
入
し
て
い
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
投
票
所
入
場
券

を
、
よ
く
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
8
日
㈯
の
北
海
横
断
自
動
車
道
の

余
市
Ｉ
Ｃ
―
小
樽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
開
通
に
先
立

ち
、
11
月
23
日
（
金
・
祝
）
に
同
自
動
車

道
倶
知
安
―
共
和
間
の
着
工
式
が
共
和
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
―
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
に
は
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
沿
線
自

治
体
や
関
係
者
１
３
５
名
が
参
加
し
、
工

事
の
安
全
と
早
期
開
通
を
願
い
、
鍬
入
れ

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
俱
知
安
―
共
和
間
の
開
通
時
期
は

現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
が
、
開
通
す
る

こ
と
で
新
千
歳
空
港
か
ら
の
所
要
時
間
が

現
在
の
１
４
８
分
か
ら
１
１
４
分
に
、
札

幌
市
中
心
部
か
ら
の
所
要
時
間
が
１
２
１

分
か
ら
87
分
と
な
る
な
ど
、
移
動
時
間
の

短
縮
に
よ
る
暮
ら
し
の
利
便
性
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
本
町
を
訪
れ
る
観
光
客
の
空

港
か
ら
の
移
動
時
間
の
短
縮
の
ほ
か
、
医

療
、
物
流
の
観
点
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、倶
知
安
町
で
は
、

良
質
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
求
め
訪
れ
る

観
光
客
を
は
じ
め
、
冬
季
の
就
労
を
目
的

に
暮
ら
す
外
国
人
が
増
加
し
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
外
国
人
の
レ
ン
タ

カ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
な
ど
が
増
え
て
お

り
、
倶
知
安
警
察
署
と
交
通
安
全
協
会
で

は
、
冬
道
の
運
転
に
慣
れ
て
い
な
い
人
の

た
め
、日
本
の
自
動
車
運
転
の
ル
ー
ル
や
、

歩
行
者
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
を
多
言
語
で

記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
倶

知
安
で
生
活
を
始
め
る
外
国
人
や
、
観
光

客
な
ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
セ
コ
観
光
圏
協
議
会
で
は
、

12
月
5
日
㈬
、
6
日
㈭
の
2
日
間
、
冬
季

に
こ
の
地
域
で
働
く
外
国
人
を
対
象
と
し

た
冬
道
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
教
室
を
、
倶
知
安

警
察
署
な
ど
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
、
約

１
２
０
名
の
外
国
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
の
運
転
に
慣
れ
て
い
る
私
た

ち
も
、
冬
道
の
運
転
に
は
十
分
な
注
意
が

投
票
日
に
投
票
が
で
き

な
い
場
合
は
…

雪
道
の
運
転
に
は

細
心
の
注
意
を
！

工
事
の
安
全
を
願
い

倶
知
安
余
市
道
路
着
工
式

第
1
投
票
区
西
小
学
校

第
2
投
票
区
倶
知
安
小
学
校

第
3
投
票
区
北
陽
小
学
校

第
4
投
票
区
東
地
域
会
館

第
5
投
票
区
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

く
っ
ち
ゃ
ん

第
6
投
票
区
高
砂
地
域
セ
ン
タ
ー

第
7
投
票
区
東
部
地
域
会
館

第
8
投
票
区
八
幡
地
域
セ
ン
タ
ー

第
9
投
票
区
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

　

が
で
き
な
い
人

■
投
票
場
所
／
滞
在
先
の
市
区
町
村
選

挙
管
理
委
員
会

■
投
票
方
法
／
投
票
用
紙
を
郵
送
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
目
に
投

票
用
紙
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
ま

た
は
入
所
し
て
い
る
人
は
、
施
設
内
で

不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
不
在
者
投
票
を
し
た
い
旨
、
各
施

設
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
、

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
5
の
人
は
郵

便
に
よ
り
、
自
宅
で
投
票
で
き
ま
す
。

事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国道５号倶知安余市道路完成後の
倶知安町までの移動時間の比較

現在 整備後
新千歳空港から 148 分 ➡ 114 分
札幌市中心部から 121 分 ➡ 87 分

必
要
で
す
。

日
頃
か
ら
交

通
安
全
を
意

識
し
ま
し
ょ

う
。

投票のできる時間／ 7時～ 20 時

投票所（町内 9カ所）

▲ドライビング教室の様子
（くとさんパーク駐車場）

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
56
―
８
０
０
０

「緊急地震速報を見聞きしたら」
①家庭では
●頭を保護し、丈夫な机の下など安全な場所に避難する
●慌てて外に飛び出さない
●無理に火を消そうとしない
②鉄道・バスでは
●つり革、手すりにしっかりつかまる
③エレベーターでは
●最寄りの階に停止させ、すぐにおりる
④屋外や街では
●看板や割れたガラスの落下、ブロック塀の倒壊に注意する
⑤自動車運転中は
●急ブレーキはかけず、ゆるやかにスピードを落とす
●ハザードランプを点灯し、周りの車に注意をうながす

「緊急地震速報を利用するときの注意」
　震源に近い場所では、速報が揺れに間に合わない場合があります。
また、速報で予想する震度は± 1 階級程度の誤差を伴ったり、震源が
観測点から遠い場合は、誤差が大きくなることがあります。

「地震に備える」
　地震の揺れに備えるために、住宅・建造物や家具の耐震固定をする
など、室内に安全スペース（物が落ちない、倒れない、異動しない空
間）を作っておきましょう。
　また、気象庁では緊急地震速報の訓練を行うための動画を、通信事
業者では訓練用のスマートフォンアプリを用意しています。これらの
ツールを利用して、テレビ・ラジオ、携帯電話・スマートフォンの緊
急地震速報の報知音を確認し、定期的に身を守る訓練をしましょう。

－13－

「
緊
急
地
震
速
報
」
を
見
聞
き
し
た
ら

あ
わ
て
ず
、
ま
ず
は
身
の
安
全
を
！

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
と
は
、
地
震
の
発

生
直
後
に
、
各
地
で
の
強
い
揺
れ
の
到
達

時
刻
や
震
度
を
予
想
し
、
可
能
な
限
り
素

早
く
お
知
ら
せ
す
る
情
報
で
す
。
最
大
震

度
5
弱
以
上
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
た
場
合

に
、
震
度
4
以
上
が
予
想
さ
れ
る
地
域
に

発
表
さ
れ
、
主
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携

帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
伝

え
ら
れ
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
強

い
揺
れ
が
襲
っ
て
く
る
ま
で
は
、
わ
ず
か

数
秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

あ
ら
か
じ
め
危
険
を
回
避
す
る
行
動
を
と

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
の
安
全
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
気

象
庁
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URLhttp://w
w
w
.data.jm

a.go.jp/svd/
eew
/data/nc/index.htm

l

北海道新幹線二ツ森トンネル工事

発生土運搬経路が一部変わります

　今年も、雪トピアフェスティバルを開催します。期間
中、旭ケ丘スキー場は無料で利用できます。皆さんでくっ
ちゃんの冬を楽しみませんか。

　二ツ森トンネル（鹿子）工事に伴う発生土（要対策土）
について、1 月からは、これまで峠下の仮置場へ運搬し
ていた分も含めて高見仮置場へ運搬します。通行の際は
ご注意ください。なお、二ツ森トンネルと花園牧場間の
運搬経路については、変更ありません。

2 月 16・17 日は、旭ケ丘スキー場へ！

雪トピアフェスティバルを開催

問まちづくり新幹線課☎ 56 ー 8012

発生土運搬ルート図

■開催日／ 2月 16 日㈯～ 17 日㈰
■会場／旭ケ丘スキー場
■イベント（予定）／屋台村（フードフェスティバル）
雪ダルマコンテスト
巨大雪ダルマステージ
巨大滑り台
スノーモービル試乗体験
抽選会　など

屋台村出店者大募集
　出店料 1万円で、両日出店できる方を、最大 20 店舗
程度募集します。プレハブ（1棟で 2店舗）、テーブル、
いす、灯油ストーブは実行委員会が用意します。保健所
への申請は各自で行ってください。
問雪トピアフェスティバル実行委員会（観光課）
☎ 23 ー 3388

ル ト図

国
道
５
号
線

国道 276 号線

二ツ森トンネル（鹿子）

高見仮置場

峠下仮置場
（旧スピードパーク）

工事発生土
峠下仮置土



－14－

パリの仲間たち

柴
しば

 　勤
つとむ

館　長

㈯ ㈰

☎

☎

㈯

㈯

㈰

㈰
　会　場：第１展示室
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▲置炬燵（倶知安風土館収蔵品）
　（左）縦横 40㌢・高さ 32㌢、（右）縦横 32㌢・高さ 27㌢



ゆっくりゆっくり
なまけものくん

ひとりでできる
子どもキッチン

おもしろ謎解き
「縄文」のヒミツ

爬虫類ハンター
加藤英明が世界を巡る

オームラトモコ 上田淳子 こんだあきこ／スソアキコ 加藤英明

昨日がなければ明日もない 静おばあちゃんと
要介護探偵

さよならの夜食カフェ 風と行く者

宮部みゆき 中山七里 古内一絵 上橋菜穂子

New Books広
報
く
っ
ち
ゃ
ん

1
月
号

NO.1080
平

成
31

年
1
月

1
日

発
行

■
発

行
・

編
集

　
倶

知
安

町
総

合
政

策
課

企
画

振
興

室
広

報
広

聴
係

 ☎
0
136-56-

8001
公

式
Ｗ

Ｅ
Ｂ

サ
イ

ト
http://www.town.kutchan.hokka

ido.jp/
info@town.kutchan.lg.jp　

■
印

刷
　
（

有
）

旭
太

陽
堂

印
刷

の妨げになるような路上駐車が見られることもあ

りますので、ご配慮願います。

　さて、12 月には第 4 回定例議会があり、子育

て支援の充実、間口除雪、高齢者専用住宅、G20

関連、新幹線工事対応、旭ケ丘総合公園施設維持

など、多岐にわたり活発な討議が行われました。

さまざまな課題の解決に向けてしっかり取り組ん

で参ります。

　依然として、飲酒運転やそれによる悲惨な事故

が後を絶ちません。新年会などお酒を飲む機会が

多いこの時期、今一度「飲酒運転を絶対にしない、

させない」ようにしましょう。

　また近年、外国人観光客のレンタカーによる交

通事故が多発しています。交差点進入時の一時停

止の確認やスピードダウンを徹底するなど、一人

一人が交通ルールを守るよう心掛けましょう。

　12 月に入って本格的な

冬が到来し、自宅などの雪

かきに苦労していることと

思います。お年寄りや体の

不自由な方々を地域ぐるみ

で助け合い、支え合う輪を

広げましょう。また、除雪

西江栄二
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絵本館

公民館 3階図書室
10 ～ 17時（毎週月曜休館）
※ 1月 31 日（木）は図書整理日のため休館

新着図書のお知らせ

10 ～ 18 時（毎週水曜休館）
※ 1月 29 日（火）は図書整理日のため休館

今日は何を食べよう？

栗 き ん と ん 茶 巾 し ぼ り

● 材料（約 10 個分）

● 作り方

全体量 エネルギー 548kcal
塩　　  分 0.0g

さつまいも 1 本、栗の甘露煮（小）
1 瓶、黒ごま適量

お正月の行事食を楽しみましょう
　おせち料理は、お正月に食べる日本の伝統食です。数
の子は「子孫繁栄」、タイは「めでたい」、昆布は「よろ
こぶ」、黒豆は「まめに暮らせるように」など一つ一つの
食材に意味があります。
　栗きんとんには、甘いきんとんの黄色を黄金に見立て、

「財産に恵まれて豊かに暮らせるように」との願いが込め
られています。
　おせちを食べない人が増えているようですが、日本の
伝統を大切にして由来を家族で話したり、一年の幸せを
願って、おいしく味わえるといいですね。

栄養士　岩井麻未

▲全町子ども議会にて
　（11 月 23 日）

①栗は飾り用 5 つを半分に切り、
残りは粗みじん切りにする。

②さつまいもは、蒸すかレンジで
温めて柔らかくする。

③②が熱いうちにつぶして、栗の甘露煮のシロップを大
さじ 1 ～ 3 入れ、残りの栗も入れる。（甘さをみて調整）

④ラップに一口大ずつ包み、ギュッとねじり茶巾にする。
⑤上に飾り用の栗をのせ、お好みでごまをのせる。
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